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令和 4 年度第 2 回青森市国民健康保険運営協議会 会議概要 

 

 

開催日時  令和 5年 1月 18 日（水）19：00～19：15 

 

開催場所  青森市役所柳川庁舎 2 階 大会議室 

 

出席委員  山上秀夫委員、工藤徳弘委員、野尻薫委員、工藤育男委員、 

小谷健児委員、成田昌穂委員、外舘佳子委員、船木昭夫委員、 

成田昭子委員、平田留美委員、工藤達也委員、加藤宏臣委員、木村敏賢委員 

＜計 13 名＞ 

 

欠席委員  穴水由利子委員、大鰐恭子委員 

 

事 務 局  税務部長 川村敬貴、税務部次長 柴田一史 

税務部国保医療年金課長 小鹿正憲 

保健部青森市保健所健康づくり推進課長 種市靖子 

浪岡振興部健康福祉課長 新宅雅之 

税務部納税支援課長兼納税相談センター所長 松本和久 

国保医療年金課主幹 小豆畑洋、国保医療年金課主幹 坂本佳子 

国保医療年金課主幹 齋藤優、国保医療年金課主幹 佐々木晶 

保健部青森市保健所健康づくり推進課主幹 山上千鶴 

国保医療年金課主査 平井琢哉、国保医療年金課主査 横内智徳 

国保医療年金課主査 花田公、国保医療年金課主査 中山満美子 

国保医療年金課主査 西村麻依子、国保医療年金課主事 小鹿美波 

＜計 17 名＞ 

 

会議次第  1 開会 

     2 審議案件 

      諮問事項「青森市国民健康保険税（介護納付金）に係る算定方式の見直しに 

ついて」に対する答申書（案）の取りまとめについて 

      3 閉会 

       

議事要旨 

諮問事項「青森市国民健康保険税（介護納付金）に係る算定方式の見直しについて」に対す

る答申書（案）の取りまとめについて 

 

事務局から資料 1及び資料 2について説明をした。 

 

 

意見、質疑応答 

○委員 

資料１の番号２の(２)の説明の中で、県と市町村が今後ワーキンググループを編成して保



2 / 2 

 

険税水準の統一に向けて協議していくとのことだが、青森市の保険税水準は県内では低いほ

うなので、統一する際にも保険税は低めに持っていくのだというのを基本でいってもらいた

い。 

 

○事務局  

どの水準に保険税を統一していくのかというのは、具体的な手順を言うと、青森県全体で

医療需要がどれくらいあるのか、それを保険加入者で割るとどの程度の負担になるのかとい

うことになり、それを所得割、均等割、平等割という形でやるとすると、どうなるのかとい

うものを積み上げていくことになるが、単純に申し上げれば、県全体で医療費がどのくらい

あって、それを賄うためにどのくらいの保険税が必要なのかという議論となる。 

 

 

 

○委員 

答申書については、特に異論はないが、その上で、保険税水準統一に向けて、これから県の

ワーキンググループで検討するとのことだったが、青森市は市町村の中でも一番加入者が多

い自治体でもあるので、収納率の向上、加入者の健康づくりなどの保健事業にも、より一層力

を入れていただきたいということを要望させていただく。 

 


